
分　類 意　見　内　容　（要約） 発言者 対　応　方　向　（案）

01  子どもから大人までのあらゆる世代への問いかけや道民への普及啓発などの意識改革はとても重要
　  また、関係団体が連携した取組も必要

野口会長 01  計画内の文言などに盛り込むとともに、継続的な啓発事業を進めるよう検討

02  食品ロスはだいぶ意識としては浸透していると思うが、常に意識しないと忘れてしまうので日頃から
　  何かで目にするような状況を作る必要がある

小塚委員

03　地域の消費者協会も食品ロス削減にかなり取り組んでいる。私たちの活動がある程度効果があるとも
　  思っている

消費者団体

04　鮭を丸ごと利用した料理体験会などを継続的に実施。コロナ禍でも衛生管理に関するマニュアル
    を作り、感染対策をして実施してきた。地域で継続的に事業を実施することが大事

消費者団体

05  事業系とともに、家庭系ロスの削減も取り組んでいかないといけない 消費者団体

06　食品ロス削減について、実効性のある取組を考えて欲しい 行政 06  推進方針や施策検討の参考とする

07　道の推進計画、条例については知らなかった 農業団体 07　関連する情報をメールマガジンやホームページ、ＳＮＳ、フリーペーパーなどで発信するとともに、関
　　係機関などと連携しながら積極的な情報の発信を行う

01
未然防止

01　消費期限、賞味期限の違いが理解されていない部分がある 消費者団体

02　賞味期限・消費期限について普及啓発していくことが必要 消費者団体 01　計画の中にも期限の意味や違いを盛り込むことを検討するとともに、普及啓発を図っていく

03  期限表示が誤解されている部分があり取り組まなければならない課題 食育関係者

04  食品ロスという言葉はあると知っているがものの、なかなか目や耳にしない 漁業団体 04　様々な媒体を活用して、関係者のアイデアをいただきながら積極的な情報発信に取り組む

05　家庭系の食品ロスの削減も、更に進めていくべき 加藤副会長
犬島委員

06　食品ロスの関係で「もったいない」という言葉・気持ちが一番大事 中井委員
菊谷委員

07　全国でいうと、家庭系が事業系と同じくらいの発生量であるのが意外 農業団体

08  家庭での直接廃棄が多いと思う。ここまで捨てている実感はなかった。有効な手段として、
　　コマーシャルなどを作ってはどうか。経費がかかるがその価値はあると思う

食育関係者

09　家庭系が食品ロス発生量のほぼ半分あるということに驚いた。ＳＮＳなどで発信して、もったい
  　ないという気持ちをもってもらうようにと思う

漁業者

10　家庭の中から出る食品ロスは大変多いかなと感じる 消費者

11　家庭系ロスの削減のうち、食べ残し・直接廃棄は経済に打撃をあたえるおそれがある。過剰除去
　　が残された課題で取り組むべき

消費者 11　計画内の文言では家庭系の食品ロスの要因の一つである過剰除去にも留意する

12　家庭系は「もったいない」という意識が定着しつつあるが、小さい時から根付かせないといけな
　　い。もっと、子どもへの教育を進めていくことも必要

小関委員 12　計画の推進の視点、基本方針作成の参考とする

13　若い子達が食品ロス大事だと言うと、お父さん達もしなきゃという気持ちになると思う
　　アピールの仕方を考えて広く継続して伝えることが必要。お祭りなど、意外な所でもできる

小塚委員 13　関連する情報をメールマガジンやホームページ、ＳＮＳ、フリーペーパーなどで発信するとともに、関
　　係機関などと連携しながら積極的な情報の発信を行う

14　幼児期という人間形成の基礎となる時期に食育をしていくこと、原体験があることが、小学校以
　　降につなるし、保護者に子供から啓発していく、一緒に考えていける状況をつくることが大事。

食育関係者 14　計画の取組の視点や基本方針作成の際の参考とする

各委員及び地域からの意見を踏まえた対応方向（案）

00
計画全体

02　食品ロス削減に向けて、継続的な取組が必要であることを計画に盛り込むことを検討

05　計画内の文言、関係者の役割などに盛り込むことを検討するとともに、継続的な普及啓発に取り組む

～　第２次 北海道食品ロス削減推進計画（素案）～
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分　類 意　見　内　容　（要約） 発言者 対　応　方　向　（案）

01
未然防止

15　３分の１ルールはまだある。正月休みや工場の休業日なども勘案しないといけないので、人員配
　　置などが難しい

事業者

16　３分の１ルールといった商習慣が根強く、消費期限が残っているにもかかわらず、流通から外れ
　　てしまう事例も多い

事業者

17  天候などで出荷状況を予測している。いろいろな方法で極力食品ロスを削減する工夫をしている 事業者 17　計画の中の計画の推進（関係者の役割）の作成の際の参考とする

18　店舗ではぶこつ野菜として規格外野菜も販売。食品ロス削減を強く意識するよう普及啓発を行っていく
　くことが大事

事業者

19  行き過ぎた選別によって、出荷現場から多くの規格外が発生しているので、食品ロス削減のためには
　  見直すことが必要

農業者

20　シェフを講師として無駄のない料理方法などをレッスンいただくとかも効果があると思う 伊槻委員 20　食品ロス削減の有効な手法であり、計画や施策に反映していくことを検討

21　生産者と消費者の「相互理解」のため、さらに交流が深まる取組を実施したい 消費者

22　子ども達に対して農業体験や給食、大人へは町外研修を行うなど生産者と消費者の距離を縮める取組を
　  実施

消費者

23　子ども達が収穫し、シェフが考案した料理をつくってもらう取組を行っている。どういう形で生産から
　　収穫までされるのが理解できれば、子ども達の心にひびくと思う

農業者

24  親子向けに農産物の生産に関する食育を実施したことがあるが、こういった地道な活動が食品ロスの
　  改善に繋がるのではないか

農業者 21　サプライチェーンの理解醸成等に資する取組として計画作成・施策推進の参考とする

25  小学校と連携して小麦やビートを植えている。地元農業を身近に感じてもらうとともに、生産者
　　と触れ合う時間を作り、生産者と消費者の距離を縮める一歩になっていると感じている

行政

26  収穫体験など、子ども達への教育が大切、学校給食に地元産食材を使用する場合の補助があれば
 　 なお良い

農業団体

27  食育を通じ、食や農業をはじめ、地域の素晴らしさを子どもに感じてもらいたい 行政

28　社会全体が高齢化。食品ロス削減にあたっては、あらゆる世代への問いかけと若い人たちの意見
　　をどのように組み込んでいくかが大事

消費者 28　子どもから大人まであらゆる世代への問いかけなどについて計画に盛り込むことを検討

01　未利用商品の有効活用の取組を継続的に実施しており、北海道消費者協会大会おいてもフードド
　　ライブの取組を実践し、フードバンクに食品を提供している

中井委員

02　食べ残しの持ち帰りなどを行っているが、これらの事業はとても効果が高いと思っている 行政

03　フードドライブの取組もやっているが、物価がどんどん上がって、従前に比べると集まるものが減って
　  いるという状況

消費者

04　フードバンク活動において、本来廃棄されるような商品などを社会福祉施設に供給 事業者

05　会員さんは、おみやげやお菓子で不良品をアウトレットなどで販売。賞味期限は量販店との兼ね合いで
　  厳しいのでフードバンクに供給していると聞いている

経済団体 05　商習慣の現状や見直しについて及び未利用食品の有効活用について、計画の中に盛り込むことを検討

06　生鮮野菜は、販売者が希望すれば、午後から半額で売ったりしている。加工品は期限が近くなると値段
　  を下げて販売

農業団体 06　食品事業者等が行う食品ロスの削減に向けた取組への理解の促進や主体的に食品ロス削減につな
　　がる取組の実践を進めるように努める

02
有効活用

01　未利用食品の有効活用を計画の中に盛り込むことを検討

15　商習慣の現状や見直しについて、計画の中に盛り込む際の参考とする

18　規格外野菜の有効活用の推進を行っていくとともに計画の中に盛り込むことを検討
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分　類 意　見　内　容　（要約） 発言者 対　応　方　向　（案）

01　各部署・機関団体で様々な活動をしている。これが点で行われているところもあるが、線にして
　　面にして盛り上がっていかないと本当の成果がでない

食育関係者 01　関係者と連携した施策の推進を図ることを計画に盛り込むことを検討

02　事業者向けにどういった取組ができるかが悩み。市町村と道が連携を深めていければ良い 行政 02　市町村との連携強化を図り、食品ロス発生削減の取組を推進

03　子ども達が農業に触れる場を広げる取組が食品ロスを減らす意識付けにも直結。農家と子ども達、
　  消費者をつなぐ架け橋になる

行政 03　市町村、消費者、子ども達とのつながりをもった取組の推進を計画にも盛り込むとともに施策の
　　参考とする

04　生産者と消費者を深める取組を実施したい 消費者

05　子ども達は農業体験や給食、大人は町外研修を通じ、生産者と消費者の距離を縮める取組を実施 消費者

06　道と連携して、米・乳製品の消費拡大を目的とする料理教室や食品ロスに関する勉強会を継続的に実施
　  しており、今後も取り組んでいく

消費者 06　行政と消費者が連携した取組を推進

07　食品ロスは、農政部局だけではなく教育部局などを含め幅広な連携と協力が必要 行政 07　道庁各部局・市町村等の関係部局が連携していくこと、計画の中に盛り込むことを検討

01　食品ロス量は右肩下がりで、あと少しで目標に至る。目標年を残り８年とされる中で数値を見直すべき 事業者

02　家庭系食品ロスについて、簡単に減らせないと言うことであっても少しでも削減する目標値として設定
　  していくべき

菊谷委員

03　過大に目標値設定をして最終年度に達成していないのは問題なので、現実味のある目標値を設定して、
　　なるべくそこに近づける形をとった方が良い

山崎委員

04　家庭系の食品ロス削減も更に進めていくべき 加藤副会長
犬島委員

05　事業系と家庭系ロスの双方が積極的に取り組む数値でないといけない 消費者

06　人口減少などの社会情勢の変化を踏まえ、目標値を設定するべき 農業団体

03
連携体制

04
数値目標

04　生産者と消費者の相互理解・連携により、食品ロス削減の取組を推進

01　ご意見を参考に数値目標を検討
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分　類 意　見　内　容　（要約） 発言者 対　応　方　向　（案）

01　条例が制定されたのは誇りに思う 食育関係者 01　様々な意見を確認しながら、食品ロスの削減が道民運動として進むように関係団体などと連携し
　　て取り組んでいく

02　学校給食は残したものを持ち帰ることができない 農業者 02　教育部門と情報を共有

03　子どもからの食育・教育が大事 小関委員他 03　計画の中の推進の視点、基本方針などに盛り込むことを検討

04　三笠市では、生ゴミ回収に補助して、肥料にリサイクルしている、捨ててしまえば、ゴミになる
　　がリサイクルをすれば資源という意識も向上し、回り回って食品を大事する意識づけにつながる

大塚委員 04　食品リサイクルという観点も含めた提案であり、普及啓発事業の参考にしていく

05　食品ロスを減らすことが、減らした人にとって得になるとか、ロスを増えた分だけ損をするとか、
　　そういう仕組みができないか。はっきりわかるような取組があれば計画がよく進む

久保委員 05　国の試算値などを参考に検討

06　食品全体の数字・数量がわかった方が食品ロスの増減の度合いがわかりやすい。人口も減っていくので
　　インバウンドなどの人の動きの推移がわかると良い

酒井委員 06　計画内の数値については、国の統計等を踏まえて盛り込むことを検討

07　物価が高騰しており、家庭で消費が減ってることが想像される。きちんと食べようとなっていると思う 濱本委員 07　近年における社会情勢等を踏まえながら食品ロス削減推進の取組を検討

08　食べられる状態になっているものが捨てられている。これをいかに減らしていくかが大事 伊槻委員 08　食品リサイクルを含めた意見であり、今後の施策の参考とする

09　てまえどりというのは、わかりやすい表現。食品ロスに関するキャッチフレーズやキャッチコピー
　　を様々な場面で共有すれば、食品ロス削減の推進につながる

食育関係者 09　ポスターやＳＮＳなどにより、キャッチコピーを共有することなどを検討

10　品質管理の徹底について、年に一度、職員たちの勉強会を実施 漁業団体 10　食の安全・安心の取組などを含めた施策の推進に向けた参考とする

11　普及啓発による行動促進の他に、食ロスが発生しない仕組みづくりが必要 事業者

12　食品ロスの問題は以前からあるが、ロスが出るということは供給体制は十分であり、消費側との
　　ミスマッチによるもの。生産量を減らすのではなく、消費の喚起などで対応すべき

消費者

13　同じ水・肥料をあげているのに形が悪いとハネ品と扱われる。安く売ればいいというが、それでは経営
　　が成り立たない

農業者 11　今後におけるの施策の推進に向けた参考とする

14  未利用魚の活用は、運搬コストが課題 漁業者

15　生産者としては、北海道で作っているもの、地元で作っているものは美味しいと思ってもらえる農産物
　　を作っていきたい

農業者

05
その他

※分類を基本方針の３本柱を基本（①未然防止、②有効利用、③連携体制）。また、計画全体と数値目標を加えて５つに分類する。
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